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  腎臓の基本的単位、
腎小体と, それに続
く尿細管からなり, 腎
臓一つにつき約100
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膀胱の支配神経 

• 骨盤神経叢 

• 膀胱神経叢 

 

 交感神経 蓄尿 

 副交感神経 排尿 

 知覚神経 （仙髄） 



腎機能 

• 老廃物の排泄 

• 再吸収 

• 血漿量・血圧調節 

• 血漿浸透圧の調節 

• イオン調節（カルシウム 燐酸 カリウムイオン） 

 



ネフロンの機能 

移動の方向  物質の動きは体の  

ろ過 糸球体の血管内腔からボーマン嚢内腔  内部から外部  

再吸収 尿細管から尿細管周囲毛細血管  外部から内部  

分泌 尿細管周囲毛細血管から尿細管  内部から外部  

尿中に排泄される物質 ≒  
            ろ過された物質 －再吸収された物質 ＋ 分泌された物質 
ろ過：小さい物質 
再吸収：有用な物質 
分泌：有害な物質  
 



尿細管の再吸収 
遠位尿細管 
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尿細管の再吸収 

物質 1日の糸球
体ろ過量 

1日の排泄 1日の尿細管
の再吸収量 

水 150L 1.5L 99% 

Na＋ 630g 3.2g 99.5% 

ｸﾞﾙｺｰｽ 180g 0g 100% 

尿素 54g 30g 44% 



腎機能 

• 腎血流量（RBF)   1200～1300ml/分 

• 腎血漿流量（RPF)   500～700ml/分 

• 糸球体ろ過量（GFR) 100～150ml/分 



腎機能 

• ＢＵＮ（尿素窒素）、Ｃｒ（クレアチニン） 
• 電解質（Ｋ Ｎａ Ｃａ Ｐ 等） 
• 尿蛋白 尿糖 
• ＣＣｒ（クレアチニンクリアランス） 

糸球体濾過値（Ccr）= 
１日尿中ｸﾚｱﾁﾆﾝ量 
血中ｸﾚｱﾁﾆﾝ値 

クレアチニン：筋肉の中に含まれるクレアチンという物質が分解 



Pｈ（7.36～7.44）の維持機構 

  肺：二酸化炭素の排出量の調節 

  腎：重炭酸イオン排出の調節 

二酸化炭素+水 ⇄ 重炭酸 

⇄ 重炭酸イオン+水素イオン 

＜酸性・アルカリ性のバランスの方法＞ 


